
主
な
歳
入
の
状
況
は
、
固
定

資
産
税
の
増
等
に
よ
り
、
市
税

１
・
２
％
増
で
す
。
地
方
交
付

税
は
、
特
別
交
付
税
（
救
急
医

療
機
関
へ
の
助
成
）
で
１
・
０

％
増
で
す
が
、
市
債
７
０
億
４

６
８
０
万
円
（
対
前
年
２
５
億

８
８
０
万
円
）
と
合
併
特
例
債

３
６
億
７
４
４
０
万
円
（
対
前

年
１
９
億
５
２
５
０
万
円
）
。

借
金
依
存
の
予
算
で
す
。

歳
出
は
、
土
木
費
が
４
９
億

３
４
０
０
万
円
▲
８
・
２
％
と

唯
一
減
で
す
が
、
義
務
的
経
費

２
３
３
億
５
４
０
０
万
円
で
０
・

７
％
と
微
増
で
す
。

投
資
的
経
費
は
、
６
１
億
５

２
０
０
万
円
で
、
対
前
年
３
１

億
２
１
０
０
万
円
の
１
０
３
・

４
％
増
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

新
築
工
事
や
古
河
第
一
小
学
校

改
築
工
事
に
加
え
、
第
１
小
及

び
第
２
小
の
体
育
館
建
設
、
生

活
道
路
の
修
繕
等
）
で
す
。

民
生
費
は
、
１
７
９
億
６
１

０
０
万
円
で
、
対
前
年
１
１
億

７
１
０
０
万
円
の
７
・
０
％
増

（
１
８
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
、

生
活
保
護
費
等
）
で
す
。

教
育
費
は
、
８
４
億
６
８
０

０
万
円
で
、
対
前
年
３
１
億
６

０
０
万
円
の
５
７
・
９
％
増

（
小
学
校
空
調
設
備
、
及
び
散

水
栓
設
備
工
事
の
実
施
、
中
学

校
に
Ｔ
Ｔ
事
業
の
導
入
、
指
導

主
事
の
増
員
配
置
等
）
で
す
。

特
別
会
計
は
、
１
２
の
会
計

が
あ
り
、
合
計
で
３
３
５
億
３

０
０
万
円
で
、
対
前
年
１
７
億

１
８
０
０
万
円
の
５
・
４
％
増

で
す
。

主
に
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
及
び
介
護
保
険
特
別
会
計
で

療
養
給
付
費
増
・
被
保
険
者
増
、

古
河
駅
東
部
土
地
区
画
整
理
事

業
で
移
転
補
償
等
の
増
）
で
す
。

水
道
事
業
会
計
は
、
４
４
億

７
７
０
０
万
円
で
、
対
前
年
２

億
１
９
０
０
万
円
の
５
・
１
％

増
（
車
両
搭
載
型
の
粉
末
活
性

炭
注
入
装
置
及
び
カ
ビ
臭
分
析

装
置
等
購
入
、
粉
末
活
性
炭
注

入
施
設
基
本
計
画
等
策
定
経
費

を
見
込
む
）
で
す
。

議
会
最
終
日
（
3
月

20
日
）
、

「
副
市
長
の
選
任
」
求
め
る
追

加
議
案
を
含
め
て
、
43
の
議
案

に
つ
い
て
討
論
・
採
決
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

県
内
で
初
の
「
18
歳
ま
で

の
医
療
費
助
成
」
、

「
子
育
て
支
援
、
教

育

環
境
の
整

備
」

や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
等
で
出
さ
れ
た

切
実

な

市

民
要

望

「
防
犯
対
策
、
防
犯
灯

設
備
の
充
実
」
な
ど
評
価
で
き

ま
す
。

し
か
し
、
企
業
誘
致
支
援
と

は
名
ば
か
り
日
野
自
動
車
等
へ

の
「
企
業
立
地
奨
励
金
」
６
９

０
０
万
円
の
交
付
、
県
事
業
で

あ
る
筑
西
幹
線
道
路
整
備
事
業

７
４
０
０
万
円
、
同
和
団
体
へ

の
補
助
金
６
０
０
万
円
な
ど
、

問
題
で
あ
り
反
対
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の

43
％
が
、
年
収
２
０
０
万
円
以

下
の
収
入
で
す
。

値
上
げ
で
な
く
、
高
い
国
保

税
を
引
き
下
げ
て
、
収
納
率
を

上
げ
て
国
保
会
計
の
健
全
な
運

営
を
目
指
す
べ
き
と
反
対
。

介
護
保
険
は
、
介
護
保
険
か

ら
「
要
支
援
者
向
け
給
付
１
・

２
」
（
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
）

を
保
険
給
付
か
ら
外
し
、
市
町

村
に
移
管
す
る
法
案
が
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

保
険
制
度
の
根
幹
が
崩
れ
る

内
容
で
あ
り
反
対
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

年
齢
で
差
別
、
改
定
の
た
び

に
値
上
げ
、
滞
納
者
に
短
期
保

険
証
の
発
行
な
ど
、
命
に
か
か

わ
る
問
題
で
、
制
度
そ
の
も
の

に
反
対
し
ま
す
。

ゴ
ル
フ
人
口
は
、
年
々
減

少
、
河
川
使
用
料
が
年

間
３
５
０
０
万

円
か
ら
５
０
０
０

万
円
に
経
費
等
が

上
が
る
と
、
更
に

き
び
し
い
運
営
に

な
る
。

渡
良
瀬
遊
水
地

が
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
の
登
録
地
に
な
っ

た
機
会
に
自
然
観
察

地
に
し
、
市
民
に
開

放
す
べ
き
で
す
。

古
河
駅
東
部
・
片
田
南
西
部

の
両
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

ム
ダ
な
開
発
事
業
で
反
対
。

参
与
設
置
条
例
→
任
期
１
年

根
拠
の
な
い
月
額

45
万
円
余
、

県
か
ら
の
天
下
り
ポ
ス
ト
と
指

摘
し
、
反
対
し
ま
し
た
。

追
加
議
案
→
副
市
長
の
選
任
に

つ
い
て
同
意
を
求
め
る
案
件
。

副
市
長
に
山
口
裕
之
氏

国
→
県
、
副
市
長
は
、
古
河

市
市
内
か
ら
の
選
任
を
求
め
て

反
対
し
ま
し
た
。
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日本共産党予算総額 484 億円！
対前年比 39 億 4千万の増額（８．９％増）
市債と合併特例債→対前年４４億６千万円増
「特例債」発行額計３２０億円、残１６６．６億円（Ｈ２６年度末）

平
成

26
年
度
古
河
市
議
会
第
一
回
定
例
会
が
、
3
月

4
～

20

日
ま
で
の

17
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成

25
年
度
補
正
予
算
を
含
む

42
議
案
と
追
加
議
案
１
件
が

審
議
、
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

26
年
度
予
算
は
、
対
前
年
度

８
・
９
％
増
の
４
８
４
億
円
で
合
併
以
来
３
番
目
の
規
模
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
議
会
に
、
請
願
２
件
「
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
」
と
「
要
支
援
者
を
介
護
予
防
給
付
か
ら
切
り
離
す
こ
と

に
反
対
の
意
見
書
」
が
提
出
さ
れ
、
「
要
支
援
者
を
介
護
予
防
給

付
か
ら
切
り
離
す
こ
と
に
反
対
の
、
、
」
は
採
択
、
「
秘
密
保
護
法

の
廃
止
」
を
求
め
る
請
願
は
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成

26
年
度
古
河
市
議
会

（
第
一
回
定
例
会
）

請
願
を
採
択
「要
支
援
者
を
介
護
予
防
給
付
か
ら
切
り
離
す
こ
と
に
反
対
」

一
般
会
計

特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

「企
業
誘
致
」支
援
、
値
上
げ
の
「国
保
」な
ど
問
題
点
を
指
摘
、

一
般
会
計
、
国
保
、
介
護
、
後
期
高
齢
者
、
水
道
事
業
会
計
等
に
反
対

一般会計
に反対

議
案
に
対
す
る

反
対
討
論

異
臭
事
故
対
策

活
性
炭
注
入
装
置
、

カ
ビ
臭
分
析
装
置
を
購
入

国
保
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
、

公
共
下
水
道
、
農
集
排
、
ゴ
ル
フ
場
、

古
河
駅
東
部
・片
田
南
西
部
区
画
整
理

及
び
、
水
道
事
業
会
計
に
反
対

ゴルフ場は、自然観察地に
して市民に開放を

主
な
歳
入
の
状
況
は
、
固
定

資
産
税
の
増
等
に
よ
り
、
市
税

１
・
２
％
増
で
す
。
地
方
交
付

税
は
、
特
別
交
付
税
（
救
急
医

療
機
関
へ
の
助
成
）
で
１
・
０

％
増
で
す
が
、
市
債
７
０
億
４

６
８
０
万
円
（
対
前
年
２
５
億

８
８
０
万
円
）
と
合
併
特
例
債

３
６
億
７
４
４
０
万
円
（
対
前

年
１
９
億
５
２
５
０
万
円
）
。

借
金
依
存
の
予
算
で
す
。

歳
出
は
、
土
木
費
が
４
９
億

３
４
０
０
万
円
▲
８
・
２
％
と

唯
一
減
で
す
が
、
義
務
的
経
費

２
３
３
億
５
４
０
０
万
円
で
０
・

７
％
と
微
増
で
す
。

投
資
的
経
費
は
、
６
１
億
５

２
０
０
万
円
で
、
対
前
年
３
１

億
２
１
０
０
万
円
の
１
０
３
・

４
％
増
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

新
築
工
事
や
古
河
第
一
小
学
校

改
築
工
事
に
加
え
、
第
１
小
及

び
第
２
小
の
体
育
館
建
設
、
生

活
道
路
の
修
繕
等
）
で
す
。

民
生
費
は
、
１
７
９
億
６
１

０
０
万
円
で
、
対
前
年
１
１
億

７
１
０
０
万
円
の
７
・
０
％
増

（
１
８
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
、

生
活
保
護
費
等
）
で
す
。

教
育
費
は
、
８
４
億
６
８
０

０
万
円
で
、
対
前
年
３
１
億
６

０
０
万
円
の
５
７
・
９
％
増

（
小
学
校
空
調
設
備
、
及
び
散

水
栓
設
備
工
事
の
実
施
、
中
学

校
に
Ｔ
Ｔ
事
業
の
導
入
、
指
導

主
事
の
増
員
配
置
等
）
で
す
。

特
別
会
計
は
、
１
２
の
会
計

が
あ
り
、
合
計
で
３
３
５
億
３

０
０
万
円
で
、
対
前
年
１
７
億

１
８
０
０
万
円
の
５
・
４
％
増

で
す
。

主
に
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
及
び
介
護
保
険
特
別
会
計
で

療
養
給
付
費
増
・
被
保
険
者
増
、

古
河
駅
東
部
土
地
区
画
整
理
事

業
で
移
転
補
償
等
の
増
）
で
す
。

水
道
事
業
会
計
は
、
４
４
億

７
７
０
０
万
円
で
、
対
前
年
２

億
１
９
０
０
万
円
の
５
・
１
％

増
（
車
両
搭
載
型
の
粉
末
活
性

炭
注
入
装
置
及
び
カ
ビ
臭
分
析

装
置
等
購
入
、
粉
末
活
性
炭
注

入
施
設
基
本
計
画
等
策
定
経
費

を
見
込
む
）
で
す
。

議
会
最
終
日
（
3
月

20
日
）
、

「
副
市
長
の
選
任
」
求
め
る
追

加
議
案
を
含
め
て
、
43
の
議
案

に
つ
い
て
討
論
・
採
決
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

県
内
で
初
の
「
18
歳
ま
で

の
医
療
費
助
成
」
、

「
子
育
て
支
援
、
教

育

環
境
の
整

備
」

や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
等
で
出
さ
れ
た

切
実

な

市

民
要

望

「
防
犯
対
策
、
防
犯
灯

設
備
の
充
実
」
な
ど
評
価
で
き

ま
す
。

し
か
し
、
企
業
誘
致
支
援
と

は
名
ば
か
り
日
野
自
動
車
等
へ

の
「
企
業
立
地
奨
励
金
」
６
９

０
０
万
円
の
交
付
、
県
事
業
で

あ
る
筑
西
幹
線
道
路
整
備
事
業

７
４
０
０
万
円
、
同
和
団
体
へ

の
補
助
金
６
０
０
万
円
な
ど
、

問
題
で
あ
り
反
対
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の

43
％
が
、
年
収
２
０
０
万
円
以

下
の
収
入
で
す
。

値
上
げ
で
な
く
、
高
い
国
保

税
を
引
き
下
げ
て
、
収
納
率
を

上
げ
て
国
保
会
計
の
健
全
な
運

営
を
目
指
す
べ
き
と
反
対
。

介
護
保
険
は
、
介
護
保
険
か

ら
「
要
支
援
者
向
け
給
付
１
・

２
」
（
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
）

を
保
険
給
付
か
ら
外
し
、
市
町

村
に
移
管
す
る
法
案
が
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

保
険
制
度
の
根
幹
が
崩
れ
る

内
容
で
あ
り
反
対
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

年
齢
で
差
別
、
改
定
の
た
び

に
値
上
げ
、
滞
納
者
に
短
期
保

険
証
の
発
行
な
ど
、
命
に
か
か

わ
る
問
題
で
、
制
度
そ
の
も
の

に
反
対
し
ま
す
。

ゴ
ル
フ
人
口
は
、
年
々
減

少
、
河
川
使
用
料
が
年

間
３
５
０
０
万

円
か
ら
５
０
０
０

万
円
に
経
費
等
が

上
が
る
と
、
更
に

き
び
し
い
運
営
に

な
る
。

渡
良
瀬
遊
水
地

が
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
の
登
録
地
に
な
っ

た
機
会
に
自
然
観
察

地
に
し
、
市
民
に
開

放
す
べ
き
で
す
。

古
河
駅
東
部
・
片
田
南
西
部

の
両
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

ム
ダ
な
開
発
事
業
で
反
対
。

参
与
設
置
条
例
→
任
期
１
年

根
拠
の
な
い
月
額

45
万
円
余
、

県
か
ら
の
天
下
り
ポ
ス
ト
と
指

摘
し
、
反
対
し
ま
し
た
。

追
加
議
案
→
副
市
長
の
選
任
に

つ
い
て
同
意
を
求
め
る
案
件
。

副
市
長
に
山
口
裕
之
氏

国
→
県
、
副
市
長
は
、
古
河

市
市
内
か
ら
の
選
任
を
求
め
て

反
対
し
ま
し
た
。
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平
成

26
年
度
古
河
市
議
会
第
一
回
定
例
会
が
、
3
月

4
～

20

日
ま
で
の

17
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成

25
年
度
補
正
予
算
を
含
む

42
議
案
と
追
加
議
案
１
件
が

審
議
、
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

26
年
度
予
算
は
、
対
前
年
度

８
・
９
％
増
の
４
８
４
億
円
で
合
併
以
来
３
番
目
の
規
模
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
議
会
に
、
請
願
２
件
「
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
」
と
「
要
支
援
者
を
介
護
予
防
給
付
か
ら
切
り
離
す
こ
と

に
反
対
の
意
見
書
」
が
提
出
さ
れ
、
「
要
支
援
者
を
介
護
予
防
給

付
か
ら
切
り
離
す
こ
と
に
反
対
の
、
、
」
は
採
択
、
「
秘
密
保
護
法

の
廃
止
」
を
求
め
る
請
願
は
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成

26
年
度
古
河
市
議
会

（
第
一
回
定
例
会
）

請
願
を
採
択
「要
支
援
者
を
介
護
予
防
給
付
か
ら
切
り
離
す
こ
と
に
反
対
」

一
般
会
計

特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

「企
業
誘
致
」支
援
、
値
上
げ
の
「国
保
」な
ど
問
題
点
を
指
摘
、

一
般
会
計
、
国
保
、
介
護
、
後
期
高
齢
者
、
水
道
事
業
会
計
等
に
反
対

一般会計
に反対

議
案
に
対
す
る

反
対
討
論

異
臭
事
故
対
策

活
性
炭
注
入
装
置
、

カ
ビ
臭
分
析
装
置
を
購
入

国
保
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
、

公
共
下
水
道
、
農
集
排
、
ゴ
ル
フ
場
、

古
河
駅
東
部
・片
田
南
西
部
区
画
整
理

及
び
、
水
道
事
業
会
計
に
反
対

ゴルフ場は、自然観察地に
して市民に開放を



問

あ
き
ば
議
員

①
安
倍
内
閣
は
、
教
育
委
員
会

廃
止
→
「
改
革
」
と
し
て
、
介

入
・
干
渉
の
強
化
、
沖
縄
竹
富

町
の
教
科
書
選
定
ま
で
介
入
し

て
い
る
。

全
国
知
事
会
、
市
長
会
な
ど

国
の
教
育
統
制
に
危
惧
し
て
い

る
。
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

②
京
都
市
教
育
委
員
会
の
取
組

み
か
ら
学
ぶ
も
の
は
何
か
伺
う
。

答

市
長

安
倍
政
権
が
進
め
る
教
育
改

革
は
、
首
長
に
教
育
長
の
任
命
・

罷
免
権
を
与
え
る
も
の
で
、
市

長
と
同
じ
方
向
に
教
育
長
や
教

育
行
政
も
進
む
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、
教
科
書
の
選
定
に
つ
い

て
は
政
治
が
関
与
す
る
も
の
で

は
な
い
と
考
え
る
。

答

教
育
長

教
育
委
員
会
制
度
は
、
政
治

的
中
立
、
継
続
・
安
定
性
の
確

保
、
住
民
の
意
向
の
反
映
で
、

そ
の
特
性
か
ら
市
長
か
ら
の
独

立
性
、
合
議
制
、
住
民
に
よ
る

意
思
決
定
等
が
大
切
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

京
都
市
で
は
、
延
べ
３
万
人

の
方
々
が
教
育
活
動
を
支
え
て

お
り
、
古
河
市
で
も
文
化
祭
や

３
世
代
交
流
、
理
科
教
育
な
ど

地
域
の
方
々
を
講
師
と
し
て
い

る
。
今
後
と
も
よ
り
参
加
を
募

り
た
い
。

問

あ
き
ば
議
員

平
成

21
年
に
「
古
河
市
自
治

基
本
条
例
」
を
制
定
し
、
19
条

に
「
住
民
投
票
に
関
し
て
必
要

な
事
項
は
別
に
定
め
る
」
と
あ

る
が
、
常
設
型
と
し
て
制
定
す

る
の
か
。

答

企
画
部
長

住
民
投
票
が
必
要
と
な
っ
た

際
に
、
そ
の
都
度
個
別
の
条
例

を
制
定
す
る
。

問

あ
き
ば
議
員

職
員
減
の
２
～
３
倍
（
年
間

５
０
０
～
６
０
０
人
以
上
）
の

非
正
規
職
員
を
採
用
し
て
い
る
。
、

古
河
市
が
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

を
つ
く
っ
て
い
い
の
か
。

サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招
か
な
い

必
要
職
員
数
を
確
保
、
定
数
管

理
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

市
長

定
数
管
理
に
つ
い
て
は
、
３

つ
の
市
町
が
一
つ
に
な
っ
た
の

で
３
分
の
１
は
減
ら
し
た
い
。
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あきば繁の

一 般 質 問

地
方
分
権
に
反
し
、

教
育
行
政
へ
口
出
し

国
の
教
育
統
制
に
つ
い
て

国による教育への介入・干渉の強化

「教育委員会」制度の根幹変える大改悪について
質問項目

「
住
民
投
票
」
条
例

の
設
置
に
つ
い
て

(1)

安
倍
内
閣
の
教
育
「
改
革
」案
に
つ
い
て

(2)

「住
民
投
票
」
条
例
の
設
置
に
つ
い
て
・

(3)

行
政
改
革
大
綱
（案
）に
つ
い
て

市
が
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を

つ
く
っ
て
い
い
の
か
。

必
要
職
員
数
と
定
数
管
理
を

岩
瀬
孝
夫
前
事
務
局

長
は
、
産
業
部
商
工

政
策
課
長
へ
。

堀
江
佐
与
子
次
長

補
佐
は
、
定
年
退
職

さ
れ
ま
し
た
。

お
二
人
と
も
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

第
５
回
総
会
（
４
月
）

新
・
旧
入
れ
替
わ
り
？
、

人
事
異
動
で
、
事
務
局
２
名
減

新

高
橋

操
事
務
局
長
（
前
産
業
部
長
）

利
用
権
設
定
に
よ
る

集
積
面
積
は
増
え
、

荒
廃
農
地
面
積
は

増
減
を
繰
り
返
し

荒廃農地面積の推移（ｈａ）

田 畑 計

Ｈ２０ ９６．１ １４４．８ ２４０．９

Ｈ２１ ９４．５ １４４．１ ２３８．６

Ｈ２２ ９０．２ １３７．８ ２２８．０

Ｈ２３ ８６．９ １３２．５ ２１９．４

Ｈ２４ ９１．８ １２６．９ ２１８．７

Ｈ２５ ９４．１ １２８．３ ２２２．４

年度

/区分
正規職員

非正規
職員

合 計

２０年度 １０００人 ６１２人 １６１２人

２１年度 ９８０人 ５５０人 １５３０人

２２年度 ９５２人 ６４４人 １５９６人

２３年度 ９４７人 ６００人 １５４７人

２４年度 ９３４人 ５２２人 １４５６人

２５年度 ９１９人 ５４０人 １４５９人

古河市職員数の推移

正規職員・非正規職員の割合
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を
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え
て
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り
、
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も
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や

３
世
代
交
流
、
理
科
教
育
な
ど
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の
方
々
を
講
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と
し
て
い

る
。
今
後
と
も
よ
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加
を
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い
。

問

あ
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員

平
成

21
年
に
「
古
河
市
自
治

基
本
条
例
」
を
制
定
し
、
19
条

に
「
住
民
投
票
に
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と
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が
、
常
設
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と
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て
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る
の
か
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画
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に
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は
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。
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市
長

定
数
管
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に
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は
、
３

つ
の
市
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一
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に
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の

で
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分
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。
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正規職員・非正規職員の割合


